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１．はじめに 

小学校の社会科の教科書に記載されるグラフ

を，オープンデータを用いてより身近な地域の

データへとローカライズすることで，生徒の理

解がより深まることが期待される．河本ら[1]は，

経済産業省と内閣官房が提供している地域経済

分析システム RESAS[2]を中学校地理分野で活用す

ることを提案し，生徒の興味をひきやすいとい

う利点があるとした．しかし，RESAS は教材用に

作られたものでないため，授業での活用には工

夫が必要であるとの指摘もしている．教材作成

において発生するデータの検索や更新などの教

師の負担を軽減することを目的とし，RESAS とそ

の WebAPI[3]を用いてローカライズしたグラフを

作成できる Webアプリケーション「グラフツクラ

ー」[4]が宮脇らによって作成された．グラフツク

ラーでは，教師が作成したグラフを生徒が持つ

端末に配信し，生徒がタップするとそのグラフ

にマークすることができる．そして，そのマー

ク状態は同期され，教師が確認することで生徒

の反応を見ることができる．図 1は実際の画面で

ある． 

本研究では，このシステムのユーザーエクス

ペリエンスの向上を図ることで，生徒にとって

より扱いやすく、授業での理解をしやすくし、

教師の負担をより軽くすることを目的とする． 

先行研究であるグラフツクラーの試用実験は，

2018 年 12 月に小学 3 年生を対象として行われた

が，そこで問題点が挙がった．主な問題点は，

以下の 4点である． 

(1) 授業で生徒が退屈そうであったこと 

(2) マークの誤った付与の多発 

 

 

 

 

 

 

(3) 同じ生徒が連続でタップすることで起こる

マークの過度な付与 

(4) 端末間の同期処理の不安定さ 

これらの問題は，生徒の授業に取り組む意欲

の阻害や，教師の負担の増加に繋がってしまっ

ていた．本稿では，特にユーザインタフェース

のデザインに関わる(1)～(3)の改善を目指す． 

 

２．本研究のアプローチ 

前節で挙げた問題点を，デザイン面からのア

プローチで改善し，解決する．デザインの改善

にあたってデザインツール Figma[5]を使用し，プ

ロトタイプを作成した．まず，全体を通したデ

ザインの改善点としては，1 つの画面の情報量を
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図 1 グラフツクラーの画面 

 

 
図 2 本稿でデザインした生徒側端末の画面 
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少なくし，ボタンを大きめにした．これは，生

徒が直感でも使いやすいようにし，操作する楽

しさを増幅させることがねらいである．教示さ

れずとも，自らの試行錯誤で操作方法を習得で

きるほど簡単にすることで，自己効力感の向上

も期待できる．これにより問題点(1)の改善が可

能だと考えられる．また，一画面あたりの情報

量の減少により，教師が生徒に操作を指示する

際に言葉での伝達がしやすくなることもねらい

としている．  

次に，グラフのマーク機能について改善した

点を述べる．マークの付与方法を，従来のタッ

プからドラッグアンドドロップに変更した．こ

れは，問題点(2)と(3)の防止がねらいである．

ドラッグアンドドロップはタップよりも操作に

負荷がかかるため，誤操作や悪意を持った操作

がしにくいと考えられる．また，この変更に伴

いマークの種類を追加した．生徒の反応の変化

を可視化することや授業に幅を持たせることを

ねらいとした． 

図 2が生徒側端末の画面である．右側の枠内の

マークを左側のグラフへとドラッグアンドドロ

ップして付与ができる．一度使ったマークは黒

枠の囲みが表示され，再使用ができなくなる．  

 

３．システムの構成 

 本システムの構成図は図 3 の通りである．

RESAS API から取得したデータに基づいて，

JavaScript ライブラリ Chart.js を用いてグラフ

の描画を行う．教師や生徒の各端末との間で選

択されているグラフの種類や，マークをドラッ

グした後，グラフ上にドロップされた座標のデ

ータが送受信されて，同期される． 

 

４．評価実験計画 

 本システムの有効性を確かめるため，実験を

行う必要性があると考える． 

教師役と生徒役に分かれ，本システムを用い

た模擬授業を行う．最初に教師役がグラフを配

信し，グラフについて気づいたことはあるか，

等の問いかけを生徒役へ向けて行う．生徒役が

グラフへのマークをした後，教師から指名をし

て発言をさせる．この一連の流れから，教師と

生徒間の対話や生徒と生徒間の対話に，提案手

法の UI がどの程度効果的かを検証する．模擬授

業の終了後，各被験者にアンケートに答えても

らい，有効性を評価する．評価項目は以下の 5点

である． 

1. 操作の楽しさに関する 7段階評価 

2. 教示無しで使えたかどうか 

3. 誤ったマーク付与が減少したかどうか 

4. マーク数を制限したことで不足が生じない

かどうか 

5. 遠隔の同時双方向型授業で使えたかどうか 

 実験内容は，本システムの対象者であること

や先行研究との比較という点から，先行研究で

の試用実験と同条件の実験が望ましいと考える

が，まずは被験者の年齢を絞らず，実験を速や

かに行うことを優先することを検討している． 

 

５．まとめと今後の課題 

 RESASとその WebAPIを用いたグラフ作成 Webア

プリケーションにおいて，前システムのデザイ

ンとマーク機能の UI を一新して問題点を改善す

ることを検討した．上記の評価実験を行い，本

システムの利便性を向上させることを今後の課

題としたい． 
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図 3 システム構成図 
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